
 

学 校 名 等 高山市立朝日中学校 

実 施 日 時         5 月下旬からスタートし通年 

会 場 朝日中学校 体育館 

参 加 人 数 全校生徒 ＋ 保護者 （４７＋４０名） 

学習課題（分野） SNSフォーラム２０１５ 

運営者の願い 

強制的にルールを押し付けるのではなく、親子で SNSについて

学び話し合い、「わが家の約束」を決めることで、子どもたちが安

全で上手にSNSを使うことができるようになって欲しいという母

親委員会の願いからスタートした。 

学 習 の 内 容 

＜ＳＮＳフォーラム２０１５ ＞ テーマ：あなたは SNS とどう付き合っていきますか？ 

一部：親子アンケートの結果を基に、プレゼン 

   ５月下旬に保護者・生徒対象にアンケート（使用機器・時間・場所・トラブル等）を実施。親子の 

認識の違いや約束の有無を調査。集計・分析は母親委員と職員が協力して行った。 

問題点は、大きく分けて３つ。 

①保護者が、ゲーム機で SNS に接続可能であることを知らず、その「負の部分」に対して認識不

足であること。 

②保護者が、我が子の SNS 使用量を把握していなかったり、無関心であったりすること。 

  ③約束を決めていない家庭が半数以上であること。    

二部：親子でのグループ討議 テーマ「中学生として SNS を使う時に何を気を付けたらよいか？」 

体育館に全校生徒・保護者が集まり、親子・学年混合グループ８つ（１グループ７～８人で構成） 

に分かれて話し合い。３年生が司会を務め、全員発表を目指した。とりわけ３年生の発言は積極 

的であった。教員も各グループに参加した。 

  三部：SNS を使用する時の我が家のルール作り 【在宅取組型で】   

   一部のプレゼンと二部の親子交流会後、母親委員会作成の「SNSを使用する時の我が家のルー 

ル作り」依頼文を配布。フォーラムに参加できなかった保護者にも、全家庭にて、親子で話し合う

時間を設け、「SNS を使用する時の我が家のルール作り」に向けて取り組んでもらった。 
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＜感想 ＞・他の家のルールや意見が聞け、我が家のルールを見直すきっかけになった。【親・子】 

        ・家でルールを決めたい / ルールを守りたい（守らせたい）。 【親・子】 

・全員が課題をあげて話し、親からのアドバイスも聞けた。【子】 

・親子で意見が食い違っていることがわかった。【子】 

＜成果と課題  ＞ 

○SNS について、親子で学び・考え・話し合う機会になり、「約束作り」にまで繋ぐことができた。 

○他の家庭と交流することで学びが深まり、生徒・保護者・学校のより強い連携が生まれた。 

△各家庭の温度差が大きい。「約束作り」が目的ではないので、今後も地道な活動を続けたい。 

グループの話し合いは？ 

⇒大変よかった・よかった 

生徒 保護者 

 ８２，６％ ８７，５％ 

 

講演会型＋子育てサロン型＋在宅取組型（中学校） 

さらに、朝日保育園・ 

朝日小学校と連携し、保護 

者会長・PTA 会長の名前で 

「ノーメディアタイムチャ 

レンジカード記入について 

（お願い）」を全保護者に配 

布。朝日地区の「地域の子 

は地域で育てよう」の精神 

で、地区を挙げて取り組ん 

でいます。 

決定した「我が家のルール」 
 
●（使用時間）・一日３０分以
内 ・９時まで ・勉強後  
●（使用場所）・居間で   
・自分の部屋に持ち込み禁止  
●（その他） ・怪しいサイト
接続不可・誹謗中傷行為禁止 
           など 

保護者（手前右３人）の前で自分の意見を述べる生徒 

冬休み直前に配布の「ノーメデ
ィアタイムチャレンジカード」 

 

   この取組は、母親委  

  員会の提案でスタート

し、取組の構成（3部）に工

夫がなされています。 

一部：アンケートにて実態把

握・分析⇒二部：学校体育館

にて、親子話し合い⇒三部：

家庭で、家族と話し合い「ル

ールづくり」で構成されてい

ます。特に、二部の「親子グ

ループ討議」では、親子の思

いを交流し、三部「家庭での

約束作り」にスムーズに向か

えるような構成になってい

ます。また、３年生がリーダ

ーとなって話し合いを進め

ている点も素晴らしいです。 

 

 

【参加者の満足度】 

    朝日保育園・朝日小学校・朝日中学校連携  

その後     「ノーメディアタイムチャレンジカード」の取組に繋げる 

          ＊詳細は右の「ノーメディアタイムチャレンジカード」参照 

          

 


